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　第４回第二中学校、伯太中学校
再編地域協議会、３月１３日に開催
されました。
　協議会では、前回候補地（案）と
して絞られた、「第二中学校隣接
地」「南小学校隣接地」の選定に向
けて、選定に関する考え方につい
て共有しました。
　また、事務局よりそろぞれの候補
地（案）のレイアウトイメージ図も示
され、具体的な議論が行われまし
た。

令和７年３月に第４回協議会が開催されました

評価に基づく総合的な判断に向けて
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【新設中学校候補地選定に関する考え方】

判断要素 詳細

①敷地の形状 　可能な限り一体となった校庭敷地

②校舎の配置

　（１）建設位置による工期への影響

　（２）建設場所による校舎の向き

　（３）登下校時の生徒のスムーズな動線の確保 
　（４）校舎（管理棟）から、校庭や体育館が視認できる配置 
　（５）仮設校舎または移転を伴う場合の児童生徒の負担の考慮 

③体育館の配置
　（１）校舎との距離 
　（２）駐車スペースからのアクセスの容易性 

④道路状況

　（１）幹線道路へのアクセスの容易性

　（２）駐輪場の配置、バスの乗降場所の検討 
　（３）作業道路確保の容易性 

⑤既存建物の活用 　既存校舎については、統合小学校校舎として利用可能



【問合せ先】
第二中学校・伯太中学校再編地域協議事務局
（安来市教育委員会教育総務課）
TEL：23-3140　FAX：23-3167
E-mail：kyouiku@city.yasugi.shimane.jp

詳しくは下記QRより
アクセスください

〈候補地（案）についての各校区から意見〉　

①第二中学校隣接地
【意見】
・敷地の形状が整っている
・校舎等配置の場所によっては工期が短くなり、開校が早くでき
そうである
・工事費用を抑えられる
・通学手段を柔軟に検討すれば、通学時間は南小隣接地とそ
れほどかわらない

②南小学校隣接地
【意見】
・通学は毎日のことであるので、生徒の負担が少ない方が良い
・敷地が不整形で校舎等の配置に制限がある
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※ご意見等あれば、お近くの協議会委員にお寄
せください。該当委員は、「協議会だよりvol.01」
でご確認ください。

次回は、新設中学校候補地選定に関する考え方を基
に、総合的な判断により、候補地決定を目指します。


